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社会科学習指導案 

鶴の台小学校 

指導者 柴田 渓介 

 

 

１ 日     時     平成２９年１１月６日（月）５校時 １３：５５～１４：４０ 

 

２ 場     所     ５年２組教室（北側校舎３階） 

 

３ 学 年 ・ 学 級     第５学年２組  ３９名 

 

４ 単  元  名     社会 下「くらしを支える情報」 

「P24 情報を受け取り、発信するわたしたち」 

 

 

５ 単元について 

 

  

（１）教材観 

本小単元では、情報化の進展によって人々の生活がどのように変わったのかを捉え、情報化の進んだ社会

の中で自分たちはどのようにインターネットなどの情報を扱っていけばよいかを考えていく。多くの子ども

が、日常生活の中でインターネットをすでに体験している。その体験をもとに、インターネットのない生活

を想像させたり、インターネットの利用に際して不安なことを想起させたりして、実際の生活に引きつけな

がら学習を展開していくことを心がける。 

インターネットや携帯電話の急速な普及に伴って、SNS を中心に児童がトラブルに巻き込まれたりする事

例が増加してきた。SNS を使ったコミュニケーションでは、匿名性が高いため、安易に情報を発信してしま

いがちである。相手の顔が見えない状況だからこそ、受け取った側の気持ちを考えて伝えることが重要であ

る。そこで、メールを題材にして情報モラルを問われる場面を設定し、情報の真偽を判断し、相手の立場に

立ったコミュニケーションの大切さを理解させることをねらって主題を設定した。 

 

 

（２）児童観 

事前のアンケートによると、約８割の家庭にコンピュータがあると答え、そのうちほとんどの家庭がイン

ターネットに接続できる環境にある。動画を見たりゲームをしたりするなどする用途で使用している。携帯

電話の保持率は、自分用・家族との共有を合わせると全体の約６割であった。色々な情報ツールの家庭での

保持率は、今後ますます増加することが予想される。 

コンピュータに対する技能は、ほとんどの児童がローマ字入力はできるが、文字を打つスピードは個人差

が大きい。スマートフォンやキッズ携帯でメールのやり取りを経験した事のある児童は半分以上である。 

ライン等の SNS で連絡を取り合っている児童の中には、特定の人物を仲間はずれにする「ラインいじめ」

に近いトラブルに巻き込まれている児童もいた。まだ少数ではあるが、大きな問題に発展する可能性も大き

い。携帯やパソコン等でラインやメールをすることに興味がある児童がほとんどであるが、危険性や課題も

多くあると考える。 

 

（３）指導観 

本時の指導に当たっては、総合的な学習の時間に事前にジャストスマイルに入っている「つたわるねっと

『チャット』」を使用して、メールのやりとりを全児童に体験させておく。その際に、メールを未体験の児童

もいるため、児童全体の様子を見ながら活動を進めていくようにする。 

導入では、メールのやり取りの体験を想起させながら、楽しかったことや便利な道具（情報ツール）であ

ることをとらえさせる。その後、学習で実際のチャットでのやりとりを見返しながら自分たちの会話が適切

だったか判断する。そして、問題がある点を話し合わせて、全体で議論していく。その後、メールをする時

の正しいマナーについて知らせる。また、文字だけのコミュニケーションの中で、大切なことや心がけてな
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ければならないことについて考えさせる。 

本時の授業を通して、SNS の利用の際に気をつけなければならない点について考え、正しい知識を身に付

けて欲しいと考える。 

 

６ 単元の目標 

情報の発信者・受信者として気をつけるべきことや、情報を生活に生かしていくために大切なことを捉え

られるようにする。 

 

７ 単元の評価規準 

 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

自分の体験や様々な資料

をもとに、SNSの利便性

について意欲的に調べる

とともに、利用に際して

注意すべきことも積極的

に考えを出し合い、話し

合おうとする。 

情報化が進んだ生活の中

で、自分はどのようなこ

とに気をつけて暮らして

いけばよいか考え、表現

している。 

情報化の進展の様子や、

生活にもたらす利便な

点・不安な点などを、適

切な資料を活用して読み

取っている。 

情報化が進んだ社会にお

け携帯電話やパソコンの

利便性や効率性などとと

もに、注意点や問題点に

ついても理解している。 

 

 

８ 単元（題材）の指導計画・評価計画 （１２時間扱い、本時は４／１２） 

 

時 ねらい 主な学習活動・内容 
評価の観点 

関 思 技 知 

１ 

情報と生活との関わりについて興味や

関心をもち、調べる意欲をもつことができ

るようにする。 

 自分たちの身のまわりにはどのような

情報があり、何を通して伝えられている

か、イラストから見つけ出す。 

○    

２
～
３ 

 情報のやり取りをチャットを使って行

い、チャットの利便性を実感する。 

 「つたわるねっと『チャット』」を使用

して、メールの利便性について理解する。 ○    

４ 
本
時 

チャットの利用の際に気をつけなけれ

ばいけない点について考え、自分の言葉で

表現できるようにする。 

 前回までに行った「つたわるねっと『チ

ャット』」の内容から、チャットでのやり

とりの注意点や問題点について理解する。 
 ○  ○ 

５ 

 緊急地震速報が届く仕組みなどを調べ

ることを通して、大事な情報がどのように

人々に伝えられ、生活に影響を及ぼしてい

るのかについて、学習問題を立てることが

できるようにする。 

災害時にはテレビや携帯電話を通じて、

緊急地震速報など必要な情報がすばやく

届けられる仕組みが整えられていること

を知る。 

○ ○   

６ 

 テレビのニュース番組が放送されるま

での様子を調べ、情報を伝える放送局のは

たらきについて捉えることができるよう

にする。 

 テレビのニュース番組がどのようにつ

くられて放送されているのか、資料を読み

取って調べ、分ったことを話し合ってまと

める。 

  ○  

７ 

 災害時に人々がどのような手段で情報

を入手していたのかを調べ、様々なメディ

アの特色や、それらを使い分けて情報を手

に入れ、役立てることの必要性を捉えるこ

とができるようにする。 

 東日本大震災の時に役立ったメディア

に関する資料などをもとに、自分たちが日

頃、様々なメディアから情報をてにいれて

いることを調べ、そのとくしょくや活用の

仕方について話し合う。 

   ○ 
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８ 

 放送局や新聞社で働く人たちがさまざ

まな注意を払って情報を発信しているこ

となどを調べ、マスメディアの情報と自分

たちの生活との関わりについて考えるこ

とができるようにする。 

 マスメディアが伝える情報の違いや影

響について調べ、マスメディアが発信する

情報と自分たちの生活との関わりについ

て話し合い、まとめる。 

 ○  ○ 

９ 

 情報ネットワークを利用した図書館サ

ービスの便利さについて調べ、他にも様々

な場面で活用されている情報ネットワー

クについて、調べる意欲をもつことができ

るようにする。 

 自分の体験した資料をもとに、情報ネッ

トワークを利用した図書館サービスを調

べ、様々な場面での情報ネットワークの活

用について話し合い、学習問題を立てる。 
○ ○   

10 

 情報ネットワークを利用した病院の取

り組みについて調べ、患者や医師がどのよ

うに便利になったかを捉えることができ

るようにする。 

 情報ネットワークを利用した様々な病

院の取り組みについて様々な資料を読み

取って調べ、どのような便利さがあるのか

をまとめる。 

 ○ ○  

11 

 情報ネットワークを利用した救急医療

や医療情報発信の取り組みについて調べ、

地域が一体となった医療情報ネットワー

クの広がりとその利便性について捉える

ことができるようにする。 

 情報ネットワークを利用した救急医療

の取り組みについて、様々な資料を読み取

って調べ、どのような便利さがあるのかを

まとめる。 
 ○   

12 

 図書館や医療分野以外でも情報ネット

ワークを利用している場面を調べ、自分た

ちの生活がどのように便利になっている

のか、考えをまとめることができるように

する。 

 情報ネットワークを利用した様々な例

を調べ、情報ネットワークの活用について

考えをまとめる。  ○  ○ 
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９ 本時の授業計画 

 

（１）本時の目標 

本時の授業を通して、チャットの利用の際に気をつけなければならない点について考え、表現できるようにす

る。 

 

（２）本時の観点別評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

 

 

 

自分たちが行ったチャッ

トでのやり取りを振り返

り、自分たちはどのよう

なことに気をつけて暮ら

していけばよいか考え、

表現している。 

 

 

 

チャットのやり取りの活

動を振り返り、その利便

性や効率性などととも

に、注意点や問題点につ

いても理解している。 

 

（３）本時の流れ 

 
学習活動と内容 指導上の留意点 

【評価の観点】 

〈評価場面や方法〉 

つかむ 

(５分) 

１、前時の学習を振り返り、SNS

の利便性について感想を発表させ

る。 

 

２、教師が『チャット』の機能を

使って書いたモデルを見せる。 

 

 

・前時の活動を思い出しやすいように大

型テレビに実際のチャットのやり取りを

映す。 

 

資料「教師の悪い例」 

 

調べる 

(25分) 

３、グループ毎にどんな点に気を

付けなければいけないのか、根拠

をもとに発表していく。 

・教師の提示した資料を元にSNSをする

上で「気をつけないといけないこと」に

ついて意見を挙げるようにする。 

・話し合う観点がぶれないように、話し

合う観点を児童に伝え、黒板に掲示して

おく。 

・具体的に自分たちがどこの部分から考

えを持ったか分かるように『～というや

り取りから自分たちは～。』という発表が

できるようにする。 

自分たちが行ったチ

ャットでのやり取り

を振り返り、自分たち

はどのようなことに

気をつけて暮らして

いけばよいか考え、表

現している。【思】 

まとめ

る 

(15分) 

４、今回の学習で学んだことを元

に、自分たちの前回のチャットを

見直し、改善点を見つける。 

 

 

５、今回の学習を元に SNS を利

用するときに気を付けなければい

けないことについて理解する。 

資料「前回行ったチャットのやり取りを

撮影した写真」 

・前回のチャットをふり返る中で、特定

の児童が批判されないように指導する。 

チャットのやり取り

の活動を振り返り、そ

の利便性や効率性な

どとともに、注意点や

問題点についても理

解している。【知】 

 

本時の問い 

SNSを使う時に気をつけなければいけないことを考えよう 

 

 

 

○○ 

 

 

 

 

○○ 

 

 

 

○○ 

○○ 

 


